
〈取扱説明書〉 TST-65対流型ストーブ用テーブル
このたびは、当社製品をお買い上げいただき、誠にありがとうございました。
正しくお使いいただくためにこの取扱説明書をよくお読みになり内容を理解
された上でご使用くださいますようお願いいたします。

部品内容をご確認のうえ、正しく組み立ててください。なお、お読みになった後も取扱説明書は、大切に保管してください。

① ガード…4

⑦ 蝶ボルト(長)…4⑥ 蝶ボルト(短)…4 ⑧ 蝶ナット…4⑤ ねじ…8

④ 天板…１② 脚…４ ③ 伸縮脚…４

１   脚・ガードの組付け

３   天板の組付け 　４ 完成図

２  伸縮脚の組付け
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この表示を無視して誤った取扱いをした場合、使用者が傷害を負う危険が想定される、
又は物的損害のみの発生が想定される内容を示しています。注 意

警 告

本製品は暖房機に直接触れることによる事故や、温風によるやけどを防止するものではありません。

本製品は対流型ストーブ専用です。対流型ストーブ以外には使用しないでください。

対流型ストーブの位置や火力によっては天板が高温になる場合があります。

天板の耐荷重は均等荷重30kgです。天板上に片寄った置き方をすると転倒するおそれがあります。

お子様が予期しない行動をとり、けがや事故の原因となることがありますので、お子様の行動に十分注意を払い、

かつ目の届く場所で使用してください。

本体外寸法

取付可能サイズ（最大)

材　　　　　　　質 スチール

(約)W65×D65×H71cm

対流型ストーブ（下皿含む）：(約)W48.5cm×D48.5cm×H60cm　まで

仕　　上　　　げ 焼付塗装

この表示を無視して誤った取扱いをした場合、使用者が死亡又は重傷を負う可能性が
想定される内容を示しています。【 下から見た図 】

10cm

本製品に洗濯物などをかけないでください。異常燃焼や火災の原因になります。

右側のガードが前
左側のガードが後
になるように重ねる
４つの角 全てが同じ
重なり方になるように
する

※組付けにくい場合は
　2人で組付けを行って
　ください。
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【上から見た図】

図のように ①ガード と ②脚 を ⑤ねじ で内側から
組付けます。(８箇所 )
※ ②脚 のナットが下になるように組付けてください。

全てのねじ、ボルトがしっかりと締まっていることを
確認して、完成です。
使用する対流型ストーブの高さにあわせて ③伸縮脚 の
位置を調節してください。

※ストーブと ④天板 は必ず10㎝以上離して使用してください。

 　 で組付けた ②脚 に ③伸縮脚 を差込み、 ②脚 のナット に
 ⑥蝶ボルト(短) を通して固定します。(４箇所 )
この時、 ③伸縮脚 の溝に ⑥蝶ボルト(短) が合うように固定して
ください。

　物を載せる際は、 ④天板 が水平な事を必ず確認してください。
　けがや事故の原因となることがあります。

図のように ④天板 と　  で組付けた脚をあわせ、 ⑦蝶ボルト(長) と
 ⑧蝶ナット で組付けます。(４箇所 ) 

②脚 ③伸縮脚

②脚

①ガード

④天板
④天板

④天板

⑧蝶ナット

⑦蝶ボルト(長）

⑥蝶ボルト
    (短)

⑥蝶ボルト
    ( 短 )

③伸縮脚

 ⑤ねじ

ナットが下になる
ように組付ける（ ）

１

２


